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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
国
内
の
敦
煌
文
献
が
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
れ

ら
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
浜
田
徳
海
の
中
国
西

域
出
土
写
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵｢

敦
煌
等
経
文｣

や
古

書
市
に
出
品
さ
れ
た
敦
煌
写
経
の
類
に
、
浜
田
徳
海
旧
蔵
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る

例
を
頻
見
し
た
こ
と
か
ら
関
心
を
持
ち
、
そ
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
、
岩
本

〔
二
〇
一
五
〕
を
執
筆
し
た
。

　

中
国
西
域
出
土
写
経
の
蒐
集
家
と
い
え
ば
、
関
西
の
弁
護
士
で
あ
っ
た
守
屋
孝
蔵
が

著
名
で
、
そ
の
旧
蔵
品
は
現
在
、
京
都
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
浜

田
徳
海
は
大
蔵
省
に
勤
務
し
た
税
務
を
専
門
と
す
る
官
僚
で
、
中
華
民
国
国
民
政
府
（
汪

兆
銘
政
権
）
の
全
国
経
済
委
員
会
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
蒐
集
品

の
一
部
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
最
近
ま
で
市
場
に
出
回
っ
て

い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
岩
本
〔
二
〇
一
五
〕
で
は
国
会
図
書
館
所
蔵
品
の
分
析
に
よ
っ

て
、
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
日
本
国
内
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
家
が
手
放
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
八
月
に
、
北
京
で
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
浜
田
徳
海

の
旧
蔵
品
の
一
部
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
開
さ
れ
た
旧
蔵
品
や
写
真
、
目
録
類

の
分
析
に
よ
っ
て
、
岩
本
〔
二
〇
一
八
〕
で
、
そ
の
形
成
過
程
と
全
貌
を
推
測
し
な
お

し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
部
門
・
中
央
ア
ジ
ア
研
究

班
は
、
浜
田
徳
海
の
中
国
西
域
出
土
写
経
・
古
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
所
蔵
資

料
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
原
稿
を
ま
と
め

て
、
そ
の
解
説
と
す
る
よ
う
打
診
し
て
く
れ
た
。
筆
者
は
、
か
つ
て
東
洋
文
庫
に
任
期

付
き
で
籍
を
お
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
資
料
の
存
在
は
ま
っ
た
く
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
出
現
に
驚
い
た）

1
（

。

　

新
た
に
公
開
さ
れ
た
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
資
料
は
か
な
り
の
分
量
が
あ
り
、

短
時
間
で
分
析
で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
筆
者
に
連
絡
が
あ
っ
た
時
点
で
、
す
で

に
同
研
究
班
の
「
敦
煌
吐
魯
番
資
料
に
見
る
多
元
的
宗
教
社
会
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
、

拙
稿
も
参
照
の
上
で
分
析
を
す
す
め
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
確
認
す
べ
き
点
は
そ
う
多

く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
検
証
に
よ
り
、
筆
者
の
推
論
も
お
お
か
た
裏
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
に
は
、
浜
田
が
生
涯
を
か
け
た
思
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
西
域
出
土
文
献
の
研
究
上
に
お
い
て
も
重

要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
目
録
の
公
刊
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
に
あ
ら

た
め
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
浜
田
徳
海
の
中
国
西
域
出
土
写
経
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
過
程
を
整
理
し
直
す
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
な
お
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
省
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。

　
　
　

浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
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1　

浜
田
徳
海
の
写
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
現
状

　

ま
ず
、
浜
田
徳
海
そ
の
人
と
、
現
時
点
で
現
物
や
鮮
明
な
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

浜
田
徳
海
（
は
ま
だ
の
り
み
：
一
八
九
九
〜
一
九
五
八
）
は
、
鹿
児
島
県
に
生
ま
れ
、

一
九
二
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
同
年
大
蔵
省
に
入
省
し
た
官
僚
で
あ

る
。
山
口
税
務
署
長
な
ど
を
務
め
た
後
、
一
九
三
三
年
に
醸
造
試
験
所
事
務
官
と
主
税

局
事
務
官
を
兼
務
、
一
九
三
九
年
八
月
に
興
亜
院
事
務
嘱
託
と
な
り
、
同
年
一
二
月
か

ら
翌
年
五
月
ま
で
支
那
派
遣
軍
司
令
部
付
と
し
て
陸
軍
顧
問
を
務
め
、
一
九
四
一
年
一

〇
月
に
大
臣
官
房
会
計
課
長
、
一
九
四
一
年
一
一
月
に
は
兼
任
銀
行
検
査
官
、
一
九
四

二
年
一
一
月
に
専
売
局
理
事
（
二
）
補
専
売
局
塩
脳
部
長）

2
（

、
一
九
四
五
年
に
は
中
華
民

国
国
民
政
府
（
汪
兆
銘
政
権
）
の
全
国
経
済
委
員
会
顧
問
に
も
就
任
し
た）

3
（

。
ま
た
、
そ

の
著
作
と
し
て
、『
信
託
法
の
新
研
究
』（
大
鐙
閣
、
一
九
二
七
年
）
が
あ
る
ほ
か
、
大

蔵
省
勤
務
時
代
の
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
前
の
税
制
改
正
関
係
資
料
（
一
六
三

点
）
は
、
現
在
、「
浜
田
徳
海
資
料
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
ま
た
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
文
書
館
所
蔵
の
日
本
近
代
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
浜
田
徳
海

関
係
文
書
が
あ
り
、
一
九
三
八
〜
三
九
年
の
軍
特
務
部
・
中
支
那
派
遣
軍
の
極
秘
史
料

が
多
数
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る）

5
（

。

　

こ
の
浜
田
旧
蔵
の
中
国
西
域
出
土
写
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
、

国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
敦
煌
等
経
文
」
が
知
ら
れ
て
お
り
、
四
〇
件
余
の
写

経
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
一
方
、
そ
れ
と
は
別
に
浜
田
旧
蔵
品
と
わ
か
る
形
で
、
東
京

本
郷
の
井
上
書
店
を
販
売
元
と
し
て
古
書
市
な
ど
に
長
ら
く
出
品
さ
れ
て
い
た
も
の
も

複
数
あ
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
六
年
八
月
に
は
北
京
で
伍
倫
国
際
拍
売
公
司
が
主
催
す
る

浜
田
徳
海
旧
蔵
の
西
域
出
土
文
書
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
三
〇
件
余
が
出
品

さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
精
彩
な
写
真
と
解
説
を
付
し
た
図
録
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
う
ち
鮮
明
な
写
真
が
得
ら
れ
る
国
会
図
書
館
蔵
「
敦
煌
等
経
文
」
と

北
京
で
伍
倫
国
際
拍
売
公
司
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
し
た
一
群
に
つ
い
て
ま
ず
紹
介

し
て
お
く
。

（
a
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
敦
煌
等
経
文
」（
請
求
記
号
W
B
三
二
―
一
四
八
、
国
会

本
と
略
称
）

　

国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
中
国
西
域
出
土
文
献
の
中
心
を
な
す
の
が
「
敦
煌
等

経
文
」
で
、
四
八
件
を
含
む
。
そ
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
施
萍
婷
〔
一
九
九
五
〕、
栄

新
江
〔
一
九
九
六
〕
が
あ
る
。
と
く
に
施
〔
一
九
九
五
〕
の
記
録
は
詳
細
で
、
含
ま
れ

る
四
八
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
敦
煌
文
献
で
、
そ
う
で
な
い
五
代
以
降
の
も
の
や
日
本

写
経
が
ど
れ
か
を
弁
別
し
て
い
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
た
だ
施
〔
一
九
九
五
〕
は
、

敦
煌
文
献
と
あ
き
ら
か
に
そ
う
で
な
い
も
の
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
「
等
」
を
つ
け
て

ま
で
「
敦
煌
等
経
文
」
と
題
し
て
い
る
こ
と
を
い
ぶ
か
し
げ
に
記
す
も
の
の
、
由
来
に

は
ふ
れ
な
い
。
こ
の
点
は
栄
〔
一
九
九
六
〕
も
同
様
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
漢
籍
の
受
け
入
れ
過
程
を
記
し
た
土
屋
〔
一
九
九
一
〕
に
よ
れ

ば
、「
浜
田
徳
海
旧
蔵
敦
煌
文
書
計
四
七
点
」
が
購
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
七
年
（
一
九

六
二
）
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
い
う）

6
（

。

　

ま
た
浜
田
徳
海
旧
蔵
の
写
経
群
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
五
年
一
二
月
一
三
日

の
衆
議
院
会
議
に
お
け
る
国
会
図
書
館
の
予
算
概
算
要
求
に
関
す
る
質
問
と
答
弁
か
ら
、

さ
ら
に
詳
細
な
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る）

7
（

。

○
岡
部
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長　

そ
れ
で
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
（
一
九
六
一
）

予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。（
略
）

重
点
項
目
の
第
二
は
、
本
格
的
な
図
書
館
奉
仕
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
ま
す
。
そ
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

の
お
も
な
も
の
は
、
図
書
購
入
費
六
千
六
百
九
十
三
万
円
で
あ
り
ま
す
。
従
来
は
、

何
分
書
庫
の
狭
隘
に
よ
っ
て
、
蔵
書
の
十
分
な
充
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今

日
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
外
国
図
書
の
弱
体
が
痛
感
さ
れ
ま
す
の
で
、

三
十
六
年
度
か
ら
は
、
わ
が
国
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
外
国
の
一
流
中
央
図

書
館
に
比
肩
し
得
る
蔵
書
構
成
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の

う
ち
に
は
、
国
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
近
来
急
速
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
し
た
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
関
係
の
資
料
を
整
備
す
る
経
費
と
し
ま
し
て
一
千
四

百
万
円
、
ま
た
、
浜
田
徳
海
氏
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
の
購
入
費
一
千
万
円
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

○
大
野
（
市
）
小
委
員　

十
ペ
ー
ジ
の
「
敦
煌
文
書
」
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か
。

○
岡
部
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長　

最
古
の
仏
教
の
原
典
で
ご
ざ
い
ま
す
。
敦
煌
の

石
窟
か
ら
ス
タ
イ
ン
が
発
掘
し
た
敦
煌
文
書
と
い
う
も
の
は
、
今
存
在
す
る
仏
典

と
し
て
は
最
高
の
権
威
の
も
の
で
、
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
図
書
館
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
図
書
館
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
北
京
の
図
書
館
に
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
、
浜
田
徳
海
さ
ん
と
い
う

方
が
中
国
に
長
く
大
蔵
省
の
役
人
と
し
て
在
勤
し
て
お
ら
れ
た
関
係
で
数
十
点
お

持
ち
で
、
そ
の
ま
ま
な
く
な
ら
れ
た
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

海
外
に
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
国
会
図
書
館
と
し
て
収
蔵

す
る
こ
と
が
、
日
本
の
仏
教
そ
の
他
東
洋
学
研
究
の
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資

料
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
専
門
家
が
サ
ゼ
ス
ト
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
全
部

で
す
と
相
当
巨
額
に
な
り
ま
す
の
で
一
度
に
は
買
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
約
半

分
く
ら
い
の
分
量
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
国
会
図
書
館
副
館
長
、
岡
部
史
郎
は
「
浜
田
徳
海
さ
ん
と
い
う
方
が

中
国
に
長
く
大
蔵
省
の
役
人
と
し
て
在
勤
し
て
お
ら
れ
た
関
係
で
数
十
点
お
持
ち
で
、

そ
の
ま
ま
な
く
な
ら
れ
た
」
と
答
弁
し
て
お
り
、
浜
田
徳
海
が
中
国
に
滞
在
し
て
い
た

時
期
に
そ
れ
ら
を
入
手
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
土
屋
〔
一

九
九
一
〕
と
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
翌
年
度
か
ら
二
年
に
わ
け
て
購
入
さ
れ
、「
敦
煌
等
経

文
」
と
便
宜
的
に
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

国
会
図
書
館
は
二
〇
一
二
年
に
、
こ
の
「
敦
煌
等
経
文
」
に
含
ま
れ
る
大
部
分
を
「
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
部
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
た）

8
（

。

岩
本
〔
二
〇
一
五
〕
は
、
こ
の
写
真
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
そ
の
由
来
を
論
じ
た
も
の
で

も
あ
っ
た
。

　

続
い
て
二
〇
一
六
年
に
北
京
伍
倫
国
際
拍
売
公
司
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
し
た
浜

田
旧
蔵
本
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

（
b
）
北
京
伍
倫
国
際
拍
売
公
司
本
（
伍
倫
本
と
略
称
）

　

二
〇
一
六
年
八
月
一
九
日
、
中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
で
あ
る
北
京
伍
倫
拍
売
有

限
公
司
が
三
〇
余
件
の
南
北
朝
・
唐
代
の
写
経
を
競
売
す
る
と
の
報
道
が
あ
り
、
二
〇

一
六
年
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
一
〇
日
ま
で
首
都
図
書
館
で
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た）

9
（

。

そ
れ
ら
は
二
〇
一
六
年
九
月
二
二
日
か
ら
九
月
二
四
日
に
は
北
京
の
湖
南
大
廈
（
ホ
テ

ル
）
で
展
示
さ
れ
、
翌
二
五
日
に
は
、
同
ホ
テ
ル
で
お
こ
な
わ
れ
た
伍
倫
二
〇
一
六
秋

季
文
物
芸
術
品
拍
売
会
で
展
示
品
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
競
売
に
あ
わ
せ
て
、
敦
煌
仏
教
文
献
の
研
究
者
と
し
て
著
名
な
方
広
錩
を
編
著

者
と
す
る
『
浜
田
徳
海
蒐
蔵
敦
煌
遺
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
図
録
、
す
な
わ
ち
方

〔
二
〇
一
六
〕
は
、
全
三
六
件
を
カ
ラ
ー
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
方
広
錩
に
よ
る
序
文

と
司
馬
立
心
に
よ
る
解
説
、
そ
し
て
『
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書
』
と
同
様
の
、
個
々

の
資
料
の
諸
元
を
示
し
た
条
記
目
録
を
含
ん
で
い
る
。
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な
お
、
こ
れ
ら
は
、
方
〔
二
〇
一
六
〕
の
条
記
目
録
に
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が｢

浜
田
徳
海
蒐
集
中
国
古
代
写
経
・
写
本
・
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

内｣

の
題
箋
が
つ
け
ら
れ
た
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
「
敦
煌
等
経
文
」
と
同
じ
く
、
浜
田
徳
海
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
。

　

以
上
見
て
き
た
二
つ
を
あ
わ
せ
る
と
、
浜
田
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
八
四
件
（
四
八

＋
三
六
）
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
五
八
年
に
浜
田

が
亡
く
な
り
、
一
九
六
二
年
に
国
会
図
書
館
が
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
購
入
し

た
が
、
そ
の
後
、
近
年
に
至
る
ま
で
古
書
市
な
ど
で
浜
田
旧
蔵
の
敦
煌
写
経
が
出
回
っ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
に
は
三
六
件
の
浜
田
旧
蔵
と
さ
れ
る
写
経
類
が

中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

岩
本
〔
二
〇
一
八
〕
は
、
日
本
の
古
書
市
と
二
〇
一
六
年
の
北
京
で
の
出
品
物
の
関

係
、
そ
し
て
そ
の
他
の
日
本
所
在
の
敦
煌
文
献
の
由
来
と
こ
う
し
た
流
れ
と
を
あ
わ
せ

て
考
察
し
、
浜
田
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
逸
の
過
程
を
推
論
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
本
の
古
書
市
と
北
京
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
出
品
物
な
ど
の
一
致
か
ら
東

京
本
郷
の
井
上
書
店
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

　

こ
の
た
び
公
開
さ
れ
た
目
録
類
は
、
こ
う
し
た
筆
者
の
考
察
を
裏
付
け
る
と
同
時
に
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
来
の
全
体
像
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
中

国
西
域
出
土
文
献
の
収
蔵
と
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
目
録
公
開
の
意
義
は
き
わ
め
て
大

き
い
と
い
え
る
。

　
　
　

2　

浜
田
徳
海
と
そ
の
写
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程

　

で
は
、
財
務
行
政
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し
た
浜
田
が
、
中
国
西
域
出
土
の

敦
煌
写
経
を
二
〇
〇
件
近
く
も
蒐
集
で
き
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
新
た
に
公
表
さ
れ
た
資
料
も
参
考
に
し
つ
つ
、
既
に
論
じ
た
こ
と

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
前
掲
し
た
衆
議
院
小
委
員
会
の
会
議
録
に
よ
れ
ば
、
浜
田
は
日
中
戦
争
の
時

期
、
中
国
に
長
く
大
蔵
省
の
役
人
と
し
て
い
た
関
係
で
敦
煌
文
献
を
数
十
点
所
有
し
て

い
た
が
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
国
会
図
書
館
は
専
門

家
の
示
唆
を
う
け
、
全
部
を
一
度
に
は
購
入
で
き
な
い
の
で
、
半
分
く
ら
い
を
購
入
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
戦
前
戦
後
、
多
数
の
稀
覯
本
を
取
引
し
た
古
籍
商
の
反
町

茂
雄
の
編
ん
だ
対
談
集
に
注
目
す
べ
き
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
の
反
町
〔
一
九
八
七
〕
に

は
、
井
上
書
店
の
店
主
、
井
上
周
一
郎
と
反
町
に
よ
る
対
談
の
う
ち
「
敦
煌
古
写
経
の

大
口
」「
十
年
契
約
を
三
年
で
破
約
」
と
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
箇
所
に
、
以
下
の
よ
う

な
内
容
が
記
さ
れ
る
。

・
井
上
書
店
は
昭
和
二
八
年
（
お
そ
ら
く
三
八
年
の
誤
記
か
誤
植
）
に
浜
田
徳
海
の
遺

族
か
ら
敦
煌
の
古
写
経
な
ど
を
購
入
し
た
。

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
〇
〇
点
ほ
ど
あ
り
、
ま
と
め
て
購
入
し
て
く
れ
る
図
書
館
・
蔵

書
家
を
探
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
が
、
容
易
に
引
受
先
が
み
つ
か
ら
な
か
っ

た
。

・
浜
田
は
、
日
本
の
軍
部
が
中
国
の
華
北
方
面
に
進
出
し
て
い
た
時
代
に
、
公
の
機
関

の
そ
れ
な
り
の
地
位
で
北
京
に
駐
在
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
敦
煌
か
ら
出
た
古
写
経

類
を
集
め
、
敗
戦
前
に
東
京
に
戻
っ
た
。

・
敗
戦
後
の
混
乱
期
、
昭
和
二
二
年
か
ら
二
五
、
六
年
に
、
反
町
を
は
じ
め
と
し
た
古

書
肆
は
多
く
の
敦
煌
写
経
を
扱
い
、
浜
田
は
そ
れ
ら
を
購
入
し
て
い
た
。

・
国
会
図
書
館
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
に
名
乗
り
を
上
げ
た
が
、
一
度
に
支
払
い
が
で

き
な
い
の
で
一
〇
年
の
分
割
購
入
と
な
っ
た
。
し
か
し
国
会
図
書
館
は
三
年
ほ
ど
で

購
入
を
や
め
た
。
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

・
京
都
大
学
の
藤
枝
晃
が
国
会
図
書
館
の
相
談
に
の
り
、
優
先
し
て
購
入
す
べ
き
三
年

分
を
選
ん
だ
ら
し
い
。

・
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
た
も
の
な
ど
は
国
会
図
書
館
へ
の
最
初
の
譲
渡
分

に
は
敢
え
て
含
め
な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
、
国
会
図
書
館
の
未
購
入
分
は
井
上
書
店

が
遺
族
か
ら
分
割
払
い
で
購
入
し
た
。

　

以
上
の
内
容
は
、
先
述
し
た
「
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
一
二
月
一
三
日
の
衆
議

院
に
お
け
る
国
会
図
書
館
副
館
長
の
予
算
概
算
請
求
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、

浜
田
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
佚
の
過
程
を
知
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
証
言
と

い
え
る）

10
（

。

　

ま
た
、
浜
田
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
を
知
る
う
え
で
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な

資
料
が
あ
る
。『
第
三
十
回
東
京
大
蔵
会
展
観
目
録
』（
東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕）
で

あ
る
。
大
蔵
会
は
「
大
蔵
の
翻
訳
、
将
来
、
攻
究
、
彫
造
等
に
関
し
、
功
労
あ
り
し
人

人
の
遺
徳
を
鑽
仰
し
、
そ
の
精
神
の
普
及
を
図
る
」
目
的
で
、
東
京
、
京
都
、
名
古
屋

な
ど
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
東
京
の
大
蔵
会
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

編
纂
の
参
考
資
料
の
紹
介
や
編
纂
状
況
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
も
し
た
。
こ
の
行
事
は
戦

時
中
の
昭
和
一
九
年
に
は
第
三
〇
回
（
東
京
、
東
洋
文
庫
）
を
数
え
、
そ
の
際
、
浜
田

徳
海
は
蒐
集
品
を
大
蔵
会
の
展
示
に
供
し
た
。
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
目
録
に
は
彼
の

所
蔵
品
の
う
ち
、
展
示
品
二
八
件
、
展
示
外
品
一
六
件
の
計
四
四
件
の
題
名
、
特
徴
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
は
現
物
ま
た
は
鮮
明
な
写
真
を
確
認
可
能
な
「
敦
煌
等
経
文
」
四
八
件
や

伍
倫
本
三
六
件
の
う
ち
に
同
一
品
と
み
な
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、「
敦
煌
等
経
文
」
四
八

件
や
伍
倫
本
三
六
件
は
、
第
三
〇
回
東
京
大
蔵
会
の
浜
田
氏
の
展
示
品
（
目
録
化
さ
れ

て
い
る
出
品
外
の
品
も
含
む
）
す
べ
て
を
包
摂
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
浜
田
所
蔵

品
が
こ
の
八
四
件
（
四
八
＋
三
六
）
よ
り
も
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
浜
田
の
中
国
西
域
出
土
写
経
の
蒐
集
は
、
一
九
四
四
年
以
前

に
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
国
会
本
お
よ
び
伍
倫
本
で
、
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な

の
は
、「
一
馬
題
」
と
あ
る
書
誌
学
者
川
瀬
一
馬
に
よ
る
箱
書
き
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬

（
一
九
〇
六
〜
一
九
九
九
）
は
、
東
京
文
理
科
大
学
卒
業
後
、
安
田
文
庫
、
大
東
急
記
念

文
庫
、
阪
本
龍
門
文
庫
な
ど
で
書
籍
蒐
集
に
携
わ
っ
た
書
誌
学
者
で
あ
る）

11
（

。
以
上
の
八

四
件
（
四
八
＋
三
六
）
中
七
件
に
、
川
瀬
の
箱
書
き
が
あ
り
、﹇
93
﹈（﹇　

﹈
内
の
数
字

は
「
V　

諸
目
録
対
照
表
」
の
整
理
番
号
）
と
無
紀
年
の
﹇
47
﹈
を
の
ぞ
い
た
五
件

（﹇
70
﹈﹇
91
﹈﹇
98
﹈﹇
144
﹈﹇
169
﹈）
は
い
ず
れ
も
「
昭
和
癸
未
冬
日
」（
一
九
四
三
）
の

紀
年
が
あ
っ
て
、
同
時
期
に
同
じ
依
頼
者
が
書
か
せ
た
可
能
性
が
高
い
。﹇
93
﹈
に
は

「
昭
和
庚
申
（
辰
）」（
一
九
四
〇
）
年
の
紀
年
が
あ
る
が
、
東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕

に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
の
『
第
三
十
回
東
京
大
蔵
会
展
観
目
録
』
時

に
は
栗
原
氏
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
箱
書
き
は
栗
原
氏
か
そ
れ
以
前
の
所
有

者
が
川
瀬
に
依
頼
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
昭
和
癸
未
（
一
九
四
三
）
冬

日
」
の
箱
書
き
が
あ
る
五
件
は
、
日
本
人
が
旧
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
証
左
は

な
い
。
し
か
し
、
反
町
と
井
上
書
店
店
主
の
対
話
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
浜
田

が
日
本
の
市
場
で
敦
煌
写
経
を
拾
い
集
め
た
の
が
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
以
降
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
浜
田
は
別
の
手
段
で
、
一
九
四
三
年
に
は
す
で
に
多
数
の
中
国
西
域

文
献
を
所
蔵
し
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
部
に
つ
い
て
川
瀬

に
箱
書
き
を
依
頼
し
た
可
能
性
を
考
え
う
る
。
ま
た
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
刊
行
『
昭

和
法
宝
目
録
』
所
収
の
「
日
本
人
諸
家
所
蔵
敦
煌
写
経
目
録
」、「
日
本
未
詳
所
蔵
者
敦

煌
写
経
目
録
」（
以
上
は
『
敦
煌
遺
書
総
目
索
引
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
六
二
年
に
転

載
）
に
掲
載
さ
れ
た
敦
煌
文
献
と
、
浜
田
旧
蔵
「
国
会
本
」「
伍
倫
本
」
と
に
題
名
が
一

致
す
る
も
の
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
こ
と
も
、
浜
田
が
一
九
四
三
年
以
前
に
中
国
の
旧
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蔵
者
か
業
者
か
ら
直
接
、
こ
れ
ら
を
買
い
集
め
た
可
能
性
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
の
よ
う
に
浜
田
は
一
九
三
九
年
八
月
に
は
興
亜
院
事
務
嘱
託
と
な
っ
て
お
り
、
一

九
四
一
年
一
〇
月
に
大
臣
官
房
会
計
課
長
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
年
の
う
ち
ど

の
く
ら
い
の
期
間
か
北
京
に
滞
在
、
あ
る
い
は
両
国
間
を
往
来
し
て
敦
煌
の
古
写
経
類

の
一
部
を
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

で
は
、
一
九
三
九
〜
四
一
年
頃
の
北
京
で
は
敦
煌
文
献
ま
た
は
敦
煌
写
経
は
ど
の
よ

う
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
特
徴
を
浜
田
蒐
集
品
に
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
浜
田
旧
蔵
「
国
会
本
」「
伍
倫
本
」
八
四
件
中
に
、
李
盛
鐸
旧
蔵
品
ま
た
は
李

氏
一
族
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
五
件
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

李
盛
鐸
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
七）

12
（

）
は
、
字
は
椒
微
、
号
は
木
齋
で
あ
る
。
敦
煌
文

献
や
善
本
を
多
数
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
た
清
朝
・
民
国
期
の
官
僚
で
、
駐
日

公
使
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
旧
蔵
品
と
さ
れ
る
も
の
は
国
内
外
に
広
く
散
在
し

て
い
る
。
岩
本
〔
二
〇
一
三
A
〕〔
二
〇
一
三
B
〕
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の
子
、

李
滂
が
蒐
集
品
の
う
ち
の
優
品
四
三
二
件
を
羽
田
亨
に
譲
渡
し
た
も
の
が
、
杏
雨
書
屋

の
敦
煌
秘
笈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ま
た
は
そ
の
一
族
の
印
記
が

あ
る
資
料
の
本
書
の
整
理
番
号
と
印
記
を
併
記
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

﹇
19
﹈「
徳
化
李
氏
凡
將
閣
珍
藏
」

﹇
30
﹈「
木
齋
審
定
」

﹇
32
﹈「
合
肥
張
氏
閣
家
供
養
經
」・「
木
齋
審
定
」

﹇
84
﹈「
徳
化
李
氏
木
齋
閣
家
供
養
經
」

﹇
111
﹈「
木
齋
審
定
」

　
﹇
32
﹈
は
冒
頭
に
仏
画
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
い
ず
れ
も
紀
年
が
あ
る
と
い
う
点
で
、

い
ず
れ
も
写
経
と
し
て
は
顕
著
な
特
徴
を
有
す
る
。﹇
32
﹈
に
つ
い
て
は
岩
本
〔
二
〇
一

五
〕
に
も
記
し
た
と
お
り
、
押
縫
印
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
蔵
書
印
は
違
和
感
が
あ
る
。

﹇
19
﹈﹇
30
﹈﹇
32
﹈
は
そ
れ
ら
紀
年
・
題
記
の
い
ず
れ
に
も
疑
義
が
あ
り
、﹇
84
﹈
の
「
德

化
李
氏
木
齋
閣
家
供
養
經
」
の
蔵
書
印
も
李
盛
鐸
の
生
時
の
印
と
は
考
え
ら
れ
な
い）

13
（

。

い
ず
れ
も
真
贋
に
直
結
す
る
証
拠
と
は
い
え
な
い
が
、
蔵
印
を
捺
し
た
時
期
を
ふ
く
め
、

高
価
に
売
買
す
る
た
め
に
な
ん
ら
か
の
細
工
が
な
さ
れ
た
可
能
性
を
払
拭
で
き
な
い
。

藤
枝
〔
一
九
八
五
〕
が
論
じ
た
よ
う
に
、
李
氏
の
蔵
印
は
彼
の
没
後
、
濫
用
さ
れ
た
可

能
性
さ
え
あ
る
。
た
だ
し
、
印
の
真
贋
で
資
料
自
体
の
価
値
を
判
断
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
か
ろ
う
。

　

李
盛
鐸
が
多
数
の
敦
煌
文
献
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
早
く
か
ら
羽
田
亨
が
接
触
し
て
い
た
。
そ
し
て
高
田
〔
二
〇
〇
七
〕
に
述
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
李
盛
鐸
隠
居
後
の
一
九
三
六
年
に
息
子
の
李
滂
は
、
旧
蔵
敦
煌
文
献
四

三
二
件
を
羽
田
亨
に
譲
渡
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
四
三
二
件
全
て
が
羽
田
の
手
を
経
て
、

杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
現
在
に
至
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
当
時
、
北
京
に
在
住
し
て
い
た
文
筆
家
、
安
藤
徳
器
は
「
燉
煌
経
巻
蒐
集

記
」（
安
藤
〔
一
九
三
九
〕）
な
る
一
文
を
載
せ
て
お
り
、
記
事
に
よ
れ
ば
「
二
月
一
九

日
の
旧
正
月
の
直
前
」
す
な
わ
ち
一
九
三
九
年
初
頃
に
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
売
却
の

情
報
を
聞
き
つ
け
、
購
入
を
画
策
し
た
顚
末
を
記
し
て
い
る
。
安
藤
は
、
北
京
で
顔
の

広
い
作
野
秀
一
が
李
家
か
ら
預
か
っ
て
き
た
と
い
う
五
〇
点
ほ
ど
の
敦
煌
文
献
を
み
せ

ら
れ
て
興
奮
し
、
作
野
と
と
も
に
金
策
に
奔
走
し
た
が
、
全
部
で
五
〇
〇
点
近
い
と
聞

い
て
い
た
李
盛
鐸
所
蔵
敦
煌
文
献
は
、
銀
行
家
の
王
克
敏
に
先
に
購
入
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
文
末
に
、
自
身
が
閲
覧
を
得
た
敦
煌
文
献
の
題
名
を
記
し
て

い
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
四
七
件
の
う
ち
に
あ
る
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」、「
釋
門
教

授
」、「
仏
説
解
百
生
怨
家
経
」、「
達
磨
禅
師
論
」
な
ど
は
敦
煌
文
献
の
資
料
名
と
し
て

は
希
有
で
、
注
目
さ
れ
る
。
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

　
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
は
「
正
統
道
蔵
」
未
載
の
道
教
の
経
典
名
で
あ
る
。
こ
れ
と
同

名
の
国
会
本
（﹇
115
﹈：
W
B
三
二
―
三
）
を
調
査
し
た
神
塚
〔
二
〇
一
三
〕
に
よ
れ

ば
、「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
は
イ
ギ
リ
ス
に
一
件
、
フ
ラ
ン
ス
に
一
件
、
国
会
本
は
英
国

本
（
S
三
〇
七
一
）
と
同
一
写
本
の
一
部
（
接
続
は
し
な
い
）
で
あ
る
と
い
う
。
英
仏

の
所
蔵
品
は
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
の
将
来
品
で
あ
る
か
ら
、
安
藤
が
そ
れ
を
一
九
三
〇

年
代
の
北
京
で
み
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、﹇
115
﹈
す
な
わ
ち
W
B
三
二
―
三
の
国

会
本
が
題
名
を
有
す
る
唯
一
の
部
分
な
の
で
あ
る
。
道
蔵
未
収
の
佚
書
の
書
名
が
知
ら

れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

つ
ま
り
安
藤
が
目
睹
し
た
も
の
は
、
王
克
敏
の
も
と
に
入
っ
た
後
に
、
浜
田
を
経
て
、

最
終
的
に
国
会
本
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
安
藤
が
見

た
と
い
う
敦
煌
文
献
の
名
前
は
浜
田
の
中
国
西
域
出
土
写
経
蒐
集
に
関
わ
る
重
要
な
手

が
か
り
に
み
え
て
く
る
。

　

ま
た
国
会
本
＋
伍
倫
本
の
八
四
件
の
範
囲
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
上
掲
の
「
釋
門
教
授
」

は
、
井
上
書
店
の
販
売
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
井
上
書
店
〔
一
九
九
五
〕
に
載
せ
ら
れ
た
「
子

年
三
月
五
日
計
料
海
濟
受
戒
衣
鉢
具
色
目
一
々
如
後
文
書　

唐
時
代
写　

傳
敦
煌
出
土

　

麻
紙　

紙
背
「
釋
門
教
授
」」（
見
出
し
マ
マ
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
カ
タ
ロ
グ
に
は

白
黒
な
が
ら
そ
れ
な
り
の
大
き
さ
の
写
真
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、
吐
蕃
期
の
敦
煌
の
寺

院
の
資
料
と
み
ら
れ
る
。
安
藤
は
、
こ
の
紙
背
の
「
釋
門
教
授
」
を
資
料
名
と
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
「
仏
説
解
百
生
怨
家
経
」
は
、
井
上
書
店
の
二
〇
一
〇
年
の
カ
タ
ロ
グ
：
A
B
A
J

〔
二
〇
一
〇
〕
に
掲
載
さ
れ
た
「
解
百
生
怨
家
陀
羅
尼
経
」（
浜
田
徳
海
蒐
集
・
整
理
番

号
七
七
）
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
〝
77
〞
は
本
書
で
公
開
さ
れ
た｢

II　

濱
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
目
録｣

と
同
じ
番
号
、
つ
ま
り
﹇
77
﹈
に
あ
た
る
。
な
お
「
仏
説
解
百
生
怨
家

陀
羅
尼
経
」
は
二
〇
一
七
年
六
月
に
行
わ
れ
た
北
京
保
利
十
二
週
年
春
季
拍
売
会
に
出

品
・
落
札
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
公
表
さ
れ
た
写
真
と
井
上
書
店
の
二
〇
一
〇
年
の

W
e
b
版
カ
タ
ロ
グ
の
写
真
に
拠
る
と
、
同
一
品
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
こ
の
三
件
以

外
の
敦
煌
写
経
に
つ
い
て
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
写
経
名
で
あ
っ
て
、
同
一
資
料
か
否
か

を
確
認
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
安
藤
が
目
に
し
た
何
件
か
が
浜
田
の
手
に
渡
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
他
に
も
日
本
所
在
の
「
敦
煌
文
献
」
の
題
名
と
比
定
可
能
な
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
「
達
磨
禅
師
論
」
で
あ
る
。
該
当
す
る
も
の
は
関
口
〔
一
九
五
七
〕
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
有
名
に
な
っ
た
薬
師
寺
所
蔵
敦
煌
文
献
と
さ
れ
る
「
達
磨
禅
師
論
」
で
あ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
ど
の
よ
う
な
経
路
で
所
蔵
に
至
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
王
克
敏
の
入
手

品
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
王
克
敏
（
一
八
七
三
〜
一
九
四
五
）
に
つ
い
て
、
橋
川
時
雄
〔
一
九
四
〇
〕、

徐
友
春
〔
二
〇
〇
七
〕
な
ど
の
辞
典
類
を
参
照
し
て
お
こ
う
。
王
克
敏
の
字
は
叔
魯
、

中
華
民
国
の
政
治
家
、
銀
行
家
、
外
交
官
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
（
光
緒
二
七
年
）、
清

朝
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
一
九
一
三
年
（
民
国
二
年
）、
フ
ラ
ン
ス
外
遊
後
に
中
法
実

業
銀
行
董
事
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
七
年
七
月
に
は
中
国
銀
行
総
裁
と
な
る
も

一
九
一
八
年
に
辞
任
し
、
一
九
二
〇
年
以
降
に
は
中
法
実
業
銀
行
総
裁
、
天
津
保
商
銀

行
総
理
、
中
国
銀
行
総
裁
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
三
二
年
に
は
冀
察
政
務
委
員
会
の
委

員
と
な
っ
た
。
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
七
年
に
親
日
政
権
樹
立
作
業
に
着
手
し
、

一
二
月
に
は
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
一
九
三
九
年
六
月
、
王
克
敏

は
汪
兆
銘
と
合
流
の
交
渉
を
は
じ
め
、
翌
一
九
四
〇
年
（
民
国
二
九
年
）
三
月
に
南
京

国
民
政
府
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
王
克
敏
は
一
九
四
五
年
一

二
月
に
漢
奸
と
し
て
逮
捕
さ
れ
獄
中
死
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
主
に
財
政
畑
を
わ
た
っ
て
き
た
経
歴
や
日
本
寄
り
の
政
権
樹
立
を
こ
こ

ろ
み
た
王
克
敏
と
、
税
と
財
政
の
専
門
家
と
し
て
北
京
や
中
華
民
国
国
民
政
府
に
派
遣
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さ
れ
た
浜
田
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
李
盛
鐸
が
旧
蔵
し
た
主
要
な
敦
煌
文
献
四
三
二
件
が
羽
田
亨

に
譲
ら
れ
た
あ
と
に
、
そ
の
「
遺
族
」
た
ち
は
五
〇
〇
件
に
も
な
る
「
李
盛
鐸
旧
蔵
敦

煌
文
献
」
を
売
却
し
よ
う
と
画
策
し
、
そ
の
相
当
数
が
王
克
敏
の
手
に
渡
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
一
部
が
直
接
か
間
接
か
は
不
明
な
も
の
の
、
浜
田
が
入
手
し
た
。
安
藤
が
見
た

「
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
」
は
、
そ
の
後
に
市
場
に
出
現
し
た
李
氏
蔵
印
が
捺
さ
れ
た
も

の
と
の
関
係
を
考
え
得
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
（
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
品
）
は
中
国
国

内
だ
け
で
な
く
、
少
な
か
ら
ず
蒐
集
家
が
い
た
日
本
に
も
相
当
数
、
流
入
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　
　
　

3　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
書
印
・
箱
書
き
・
目
録
か
ら
見
た

　

前
章
で
は
、
川
瀬
一
馬
に
よ
る
箱
書
き
と
李
盛
鐸
の
印
記
に
注
目
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
。
次
に
そ
の
他
の
印
記
と
揮
毫
（
跋
文
等
）
お
よ
び
諸
目

録
で
の
掲
載
と
い
う
三
件
か
ら
蒐
集
品
の
来
歴
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
を
確
認

し
て
み
た
い
。
そ
れ
が
付
さ
れ
た
資
料
の
請
求
記
号
（
国
会
本
は
請
求
記
号
も
）
を
併

記
し
て
次
に
羅
列
す
る
。

（
一
）
印
記
・
揮
毫

・「
顧
二
郎
」（﹇
36
﹈：
伍
倫
09
、﹇
92
﹈：
W
B
三
二
―
九
、
印
記
）

　

余
〔
二
〇
一
二
〕
は
、
首
都
博
物
館
蔵
敦
煌
吐
魯
番
文
献
に
複
数
件
み
つ
か
る
「
顧

二
郎
」
印
を
検
討
し
、
顧
鼇
の
も
の
と
推
測
し
た
。
た
だ
し
顧
鼇
が
何
故
「
二
郎
」
と

称
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
余
〔
二
〇
一
二
〕、
林
・
陳

〔
二
〇
〇
七
〕
に
依
拠
し
て
、
顧
鼇
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

顧
鼇
、
字
は
巨
六
、
一
八
七
九
年
生
ま
れ
、
四
川
広
安
の
人
。
一
九
〇
五
年
に
日
本

に
留
学
、
法
政
大
学
を
卒
業
し
た
。
袁
世
凱
を
支
持
し
、
総
統
府
顧
問
な
ど
要
職
を
歴

任
し
、
袁
世
凱
の
没
後
、
指
名
手
配
を
う
け
る
が
、
一
九
一
八
年
に
特
赦
さ
れ
、
そ
の

後
政
界
を
引
退
、
上
海
を
拠
点
に
骨
董
業
で
生
計
を
た
て
た
。
没
年
は
不
詳
で
あ
る
。

　

こ
の
経
歴
か
ら
み
る
と
、
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
が
流
通
し
た
の
は
一
九
一
八
年
以
後

に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

・「
合
肥
張
氏
閣
家
供
養
經
」（﹇
32
﹈：
W
B
三
二
―
一
六
、
印
記
）

　

張
広
建
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
八
）
の
印
記
。
敦
煌
文
献
の
旧
蔵
者
と
し
て
著
名
で
、

岩
本
〔
二
〇
一
三
A
〕
で
言
及
し
た
。
同
印
は
、﹇
32
﹈
の
国
会
図
書
館
蔵
本
以
外
に
、

杏
雨
書
屋
敦
煌
秘
笈
に
一
件
、
天
津
芸
術
博
物
館
所
蔵
品
に
二
件
、
ま
た
、
守
屋
一
九

八
（
京
博
蔵
品
）
に
一
件
、
確
認
で
き
る
。
ま
た
三
井
文
庫
の
所
蔵
品
の
多
く
に
張
広

建
旧
蔵
品
が
あ
り
、「
勛
伯
」
も
し
く
は
「
張
廣
建
印
」「
張
勛
錫
藏
」
な
ど
の
蔵
印
が

見
ら
れ
る）

14
（

。
た
だ
、「
木
齋
審
定
」
と
「
合
肥
張
氏
閣
家
供
養
經
」
が
あ
わ
せ
て
一
文
献

に
捺
さ
れ
て
い
る
例
を
他
に
み
な
い
点
や
、﹇
32
﹈
の
よ
う
に
所
蔵
印
が
料
紙
の
継
ぎ
目

に
割
り
印
の
よ
う
に
捺
さ
れ
て
い
る
の
は
不
自
然
に
お
も
わ
れ
る
。

・「
孫
道
毅
」（﹇
35
﹈：
W
B
三
二
―
一
七
、
署
名
）

　

孫
揆
均
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
一
）
に
よ
る
署
名
。
国
会
本
W
B
三
二
―
一
七
の
巻

頭
に
料
紙
を
足
し
て
「
唐
人
写
本
大
般
涅
槃
經
」（
横
書
）、「
属
題　

孫
道
毅
」（
縦
書
）

と
痩
金
体
で
題
書
が
な
さ
れ
る
。
題
書
に
は
右
上
に
遊
印
が
一
顆
あ
る
。
孫
揆
均
は
叔

舫
ま
た
は
道
毅
と
も
名
乗
り
、
寒
涯
と
号
し
た
。
国
民
政
府
大
学
院
総
務
庁
長
等
を
歴

任
し
た）

15
（

。
孫
揆
均
は
廉
泉
（
一
八
六
八
〜
一
九
三
二
）
の
い
と
こ
で
、
廉
泉
の
妻
、
呉

芝
瑛
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
杏
雨
書
屋
・
敦
煌
秘
笈
の
羽
四
七
七
に
「
寒
涯
」
に
よ
る

題
書
が
あ
り
、
同
一
の
書
体
と
認
め
ら
れ
る
。
孫
揆
均
が
揮
毫
し
た
W
B
三
二
―
一
七

も
廉
泉
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
か
、
廉
泉
と
近
い
孫
揆
均
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

敦
煌
秘
笈
の
廉
泉
旧
蔵
品
は
一
九
三
八
年
一
二
月
に
某
氏
か
ら
羽
田
に
譲
渡
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
以
前
に
大
陸
の
み
な
ら
ず
日
本
国
内
に
流
通
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
敦
煌
秘
笈
の
廉
泉
旧
蔵
品
に
つ
い
て
は
岩
本
〔
二
〇
一
三
A
〕
に
詳
述
し
た
。
な

お
、
後
述
の
よ
う
に
﹇
35
﹈
は
昭
和
一
九
年
時
点
で
は
山
合
喜
三
郎
氏
が
所
蔵
し
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
W
B
三
二
―
一
七
か
ら
、
廉
泉
―
山
合
―
浜
田
―
国
会
図
、
と
い
う

所
蔵
歴
の
変
遷
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

・「
朗
庵
秘
笈
」「
林
氏
家
蔵
」「
朗
庵
秘
玩
」（﹇
94
﹈：
W
B
三
二
―
六
、
印
記
）

「
宝
宋
室
主
人
」（﹇
163
﹈：
W
B
三
二
―
三
〇
、
箱
書
き
）

　

林
熊
光
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
一
）
の
印
記
お
よ
び
箱
書
き
で
あ
る
。
林
熊
光
の
字

は
朗
庵
。
室
号
「
宝
宋
室
」。
学
習
院
卒
業
後
、
東
京
大
学
に
学
び
、
後
に
台
湾
総
督
府

評
議
会
評
議
員
を
歴
任
し
た
。

　

施
〔
一
九
九
五
〕
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
W
B
三
二
―
六
に
は
林
熊
光
が
「
乙
丑

春
正
月
」（
一
九
二
五
年
）
に
東
京
で
得
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
跋
文
が
付
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
神
塚
〔
二
〇
一
三
〕
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
W
B
三
二
―
三
〇
に
は
箱
書
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
北
京
の
商
人
が
こ
れ
は
『
修
文
殿
御
覧
』
残
巻
だ
と
い
っ
た
が
、

神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
四
）
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
道
教
の
叢
書
の
一
種
で
、

す
で
に
佚
書
と
な
っ
た
貴
重
な
も
の
と
の
助
言
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末

尾
に
は
「
癸
酉
夏
日
」（
一
九
三
三
年
）
の
紀
年
が
あ
る
。
類
す
る
も
の
と
し
て
、
天
理

図
書
館
が
所
蔵
す
る
敦
煌
本
（
莫
高
窟
外
で
発
見
）『
般
若
心
経
』
に
一
九
五
二
年
と
一

九
五
三
年
に
書
か
れ
た
林
熊
光
の
跋
文
が
あ
り
、
や
は
り
神
田
喜
一
郎
に
意
見
を
求
め

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
と
、
栄
〔
一
九
九
六
〕
が
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
み
て
い
く
と
、
林
熊
光
と
神
田
喜
一
郎
の
間
に
二
五
年
近
い
長

い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
、
林
熊
光
が
三
件
以
上
の
中
国
西
域
出
土
文
献
を
所
蔵
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
林
熊
光
が
そ
れ
ら
を
手
放
し
た
の
は
一
九
五
三
年
よ
り

後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

・「
晉
卿
」「
新
城
王
氏
」（﹇
162
﹈：
W
B
三
二
―
二
九
）

　

と
も
に
王
樹
枏
（
一
八
五
一
〜
一
九
三
六
）
の
印
記
。
字
は
晋
卿
、
陶
廬
老
人
ま
た

は
陶
廬
主
人
な
ど
の
号
を
持
つ
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
栄
〔
一
九
九
六
：
一
七
五
―

一
八
一
〕
等
に
言
及
が
あ
る
ほ
か
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
品
敦
煌
本
の
印
記
を
論
じ
た
岩
本

〔
二
〇
一
三
A
〕
で
も
整
理
し
た
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
。
中
国
国
家
図
書
館
、
上
海

図
書
館
蔵
品
の
ほ
か
、
と
く
に
台
東
区
書
道
博
物
館
蔵
品
に
旧
蔵
品
が
多
い
。
中
村
不

折
は
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）、
文
求
堂
の
田
中
慶
太
郎
を
と
お
し
て
、
王
樹
枏
の
旧

蔵
巻
子
三
〇
巻
、
冊
子
本
八
帖
を
購
入
し
た
と
さ
れ
る）

16
（

。
W
B
三
二
―
二
九
は
、
六
八

件
の
中
国
西
域
出
土
の
仏
典
断
片
を
一
冊
に
貼
っ
た
も
の
で
、
と
く
に
冒
頭
の
数
片
は

敦
煌
文
献
で
は
な
く
、
料
紙
や
字
姿
か
ら
吐
魯
番
文
献
と
み
ら
れ
る
。

・｢

歙
許
芚
父
游
隴
所
得｣

（﹇
26
﹈：
伍
倫
08
）

　

中
国
西
域
文
献
の
旧
蔵
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
許
承
堯
（
一
八
七
四
〜
一
九
六
四
）

の
蔵
印
で
あ
る
。｢

II　

濱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録｣

に
よ
る
と
、﹇
27
﹈
に
も
同
じ
朱

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
許
の
中
国
西
域
文
献
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
余
〔
二
〇
一
二
〕

に
詳
し
い
。

・｢

隋
經
室
主　

壽
石
齋
秘
蔵
印
三
佛
庵
主　

士
驄　

師
壽
石
齋
説
目
怡
情
之
品｣

（﹇
12
﹈：
伍
倫
02
、﹇
146
﹈：
伍
倫
35
）

　

旧
蔵
者
は
、
楊
士
驄
（
一
八
七
〇
〜
？
）
と
み
ら
れ
る
。
徐
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
れ

ば
、
字
は
芰
青
、
安
徽
泗
県
出
身
で
湖
南
財
政
監
理
官
、
山
西
塩
政
使
を
歴
任
し
、
一

九
一
三
年
〜
二
二
年
に
は
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。

・｢

曾
歸
鴻
寶
、
寒
梧
山
荘
、
徐
鴻
寶
審
定
記｣

（﹇
18
﹈：
伍
倫
06
）

　

旧
蔵
者
は
、
徐
鴻
宝
（
一
八
六
九
〜
？
）
と
み
ら
れ
る
。
徐
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
れ

ば
、
浙
江
省
呉
興
県
出
身
で
、
挙
人
と
な
り
、
北
京
大
学
図
書
館
長
、
京
師
図
書
館
主
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任
、
図
書
京
師
図
書
幹
部
主
任
な
ど
を
歴
任
し
た
。

・「
南
海
藏
經
」（﹇
51
﹈：
W
B
三
二
―
一
三
、﹇
88
﹈：
伍
倫
20
、﹇
112
﹈：
伍
倫
27
、

﹇
147
﹈：
W
B
三
二
―
三
九
）

　
「
南
海
藏
經
」
は
康
有
為
の
蔵
書
印
と
さ
れ
る
。
徐
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
れ
ば
、
康
有

為
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
七
）
の
字
は
広
厦
、
号
は
長
素
、
の
ち
に
更
生
と
も
称
し
た
。

広
東
の
南
海
県
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
康
南
海
と
も
呼
ば
れ
た
。
康
有
為
は
碑
学
の
大

家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
彼
が
敦
煌
文
献
に
関
心
を
示
し
た
可
能
性
は
高
い
。﹇
184
﹈
は
、

現
物
や
鮮
明
な
写
真
は
未
確
認
だ
が
、｢

II｣

に
康
有
為
題
字
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
康
有
為
と
の
関
係
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

以
上
、
印
記
・
揮
毫
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
大
陸
の
み
な

ら
ず
日
本
国
内
に
も
流
通
し
て
い
た
旧
蔵
者
蔵
品
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、

林
熊
光
旧
蔵
品
二
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
浜
田
が
戦
後
に
落
手
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
箱
書
き

　

次
に
、
前
述
し
た
川
瀬
一
馬
以
外
に
、
箱
書
き
と
そ
の
人
物
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

・｢

不
折
審
定｣

（﹇
100
﹈：
伍
倫
23
）、「
不
折
」（﹇
120
﹈：
W
B
三
二
―
四
）

　

中
村
不
折
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
三
）
は
、
洋
画
家
、
書
家
で
あ
る
。
広
く
書
画
を

集
め
、
と
く
に
中
国
西
域
の
出
土
文
字
資
料
を
蒐
集
し
た）

17
（

。
書
道
博
物
館
を
設
立
。
現

在
、
台
東
区
の
も
と
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
二
件
と
も
箱
書
き
を
し
た
年
代
は
不
明
で

あ
る
。

・「
田
山
方
南
」（﹇
32
﹈：
W
B
三
二
―
一
六
、﹇
65
﹈：
W
B
三
二
―
三
三
、﹇
171
﹈：

W
B
三
二
―
四
六
）

「
方
南
學
人
」（﹇
162
﹈：
W
B
三
二
―
二
九
）

　

田
山
方
南
（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
〇
）、
本
名
は
田
山
信
郎
。
一
九
二
九
年
に
文
部
省

宗
教
局
国
宝
鑑
査
官
補
と
な
り
、
国
宝
の
調
査
指
定
に
従
事
し
、
終
戦
後
は
、
国
立
博

物
館
調
査
課
、
文
化
財
保
護
委
員
会
美
術
工
芸
課
に
所
属
し
、
古
文
書
・
典
籍
・
古
写

経
・
墨
蹟
等
書
跡
関
係
の
指
定
調
査
に
力
を
つ
く
し
た
。
大
東
急
記
念
文
庫
の
蒐
書
に

も
深
く
関
わ
っ
た）

18
（

。

　

W
B
三
二
―
一
六
に
は
一
九
四
八
年
に
、
W
B
三
二
―
三
三
（
三
四
も
同
じ
箱
を
使

用
、
た
だ
し
い
ず
れ
も
箱
書
き
の
題
名
と
中
身
が
一
致
し
な
い
）
に
は
一
九
五
〇
年
に

箱
書
き
を
し
て
い
る
。
W
B
三
二
―
二
九
で
は
題
名
と
署
名
を
記
し
て
い
る
が
、
箱
書

き
を
し
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

・「
等
觀
拜
書
」（﹇
167
﹈：
W
B
三
二
―
四
三
、﹇
168
﹈：
W
B
三
二
―
四
四
）

　

多
田
等
観
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
七
）
は
、
辛
亥
革
命
勃
発
時
に
チ
ベ
ッ
ト
入
り
し
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
謁
見
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
学
び
、
一
九
二
三
年
に
帰
国
し
、
東
北

大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
後
に
財
団
法
人
東
洋
文
庫
に
籍
を
置
い
た
。
箱
書
き
を
し
た
年

代
は
い
ず
れ
も
不
明
で
あ
る
。

・「
八
郎
題
」（﹇
18
﹈：
伍
倫
06
、﹇
39
﹈：
伍
倫
10
、﹇
44
﹈：
W
B
三
二
―
一
一
、﹇
48
﹈：

伍
倫
14
）

　

尾
上
柴
舟
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
七
、
本
名
：
尾
上
八
郎
）
は
古
筆
家
で
国
文
学
者

で
あ
る
。
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
師
・
教
授
、
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
教
授
な

ど
を
歴
任
。
書
家
と
し
て
帝
国
芸
術
院
会
員
と
な
っ
た
。
書
写
年
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浜
田
旧
蔵
本
に
は
、
多
数
の
中
国
人
の
旧
蔵
者
の
蔵
書
印
が
確
認
で

き
る
と
い
う
点
で
、『
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書
』
や
日
本
に
私
蔵
さ
れ
て
い
る
敦
煌
文

献
の
多
く
と
似
た
由
来
を
持
ち
、
そ
の
収
蔵
の
経
緯
に
は
共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
藤
枝
〔
一
九
八
五
〕
の
「
あ
る
敦
煌
写
本
頒
布
会
の
記
録
」

と
い
う
一
節
に
紹
介
さ
れ
た
資
料
が
想
起
さ
れ
る
。
一
九
一
八
年
に
一
六
二
巻
の
敦
煌
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

写
本
を
七
巻
ず
つ
二
三
包
に
わ
け
、
北
京
の
文
化
界
、
政
界
、
財
界
の
一
流
名
士
に
抽

選
で
一
包
ず
つ
分
配
し
た
こ
と
を
記
し
た
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頒
布

を
受
け
た
者
に
は
す
で
に
敦
煌
文
献
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
李

盛
鐸
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
一
三
年
ま
で
に
外
国
の
調
査
隊
や
北
京
政
府
が

現
地
か
ら
ほ
ぼ
持
ち
去
っ
た
か
、
そ
れ
な
り
の
場
所
に
所
蔵
さ
れ
た
（
ま
た
は
李
盛
鐸

の
よ
う
な
個
人
の
手
に
入
っ
た
）
後
に
も
、
こ
の
よ
う
に
「
敦
煌
文
献
が
」
大
量
に
出

回
り
、
李
盛
鐸
さ
え
そ
の
購
入
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
藤
枝
は
そ
れ
ら
の
出

所
を
お
お
い
に
怪
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
み
て
き
た
浜
田
旧
蔵
本
の
由
来

か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
民
国
期
の
多
数
の
知
識
人
が
敦
煌
文
献
等
の
中
国
西
域

出
土
文
献
を
所
蔵
し
て
い
た
（
し
よ
う
と
し
て
い
た
）
こ
と
は
、
一
九
一
三
年
か
ら
一

九
四
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
「
敦
煌
文
献
」
へ
の
関
心
と
そ
の
流
通
状
況
と
密
接
な

関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
諸
目
録

　

次
に
諸
目
録
を
手
が
か
り
に
、
浜
田
所
蔵
品
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
い
き

た
い
。

　

前
掲
の
東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕
に
は
、
浜
田
徳
海
蔵
品
以
外
に
、
栗
原
貞
一
蔵

品
（
展
示
品
二
〇
件
、
展
示
外
品
二
一
件
）、
山
合
喜
三
郎
蔵
品
（
展
示
品
三
件
、
展
示

外
品
九
件
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
品
の
う
ち
の
数
件
の
題
名
と
特
徴
が
、
浜
田
旧
蔵
本
、

す
な
わ
ち
国
会
本
や
伍
倫
本
の
数
件
と
ほ
ぼ
一
致
す
る）

19
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
浜
田
が
こ

の
展
示
以
降
の
い
つ
し
か
栗
原
旧
蔵
品
や
山
合
旧
蔵
品
を
落
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

岩
本
〔
二
〇
一
三
B
〕
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
五
島
美
術
館
の
大
東
急
文
庫
蔵
フ
ラ

ン
ク
＝
ホ
ー
レ
ー
旧
蔵
敦
煌
文
献
の
う
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』（
請
求
記
号
一
〇
七
―
一
八

―
一
）
は
、
栗
原
貞
一
蔵
品
（
栗
31
、
こ
れ
は
東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕
の
栗
原
蔵

品
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
を
意
味
す
る
）
に
、『
大
般
涅
槃
経
』（
一
〇
七
―
二
三
―
一
）

は
栗
原
蔵
展
示
外
品
（
栗
外
4
、
こ
れ
は
東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕
の
う
ち
展
示
外

の
栗
原
蔵
品
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
）
に
、『
大
仏
頂
萬
行
首
楞
嚴
経
』
は
、
栗
原
旧
蔵
品

（
栗
44
）
に
特
徴
が
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
栗
原
貞
一
蒐
集
品
は
昭
和
一
九
年
の
大
蔵
会

後
の
い
つ
頃
か
に
売
却
さ
れ
、
一
部
が
ホ
ー
レ
ー
と
浜
田
の
手
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
岩
本
〔
二
〇
一
三
B
〕
で
は
、
ホ
ー
レ
ー
の
蒐
書
傾
向
の
変

遷
等
か
ら
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
二
五
年
（
一
九
四
六
〜
一
九
五
〇
）
に
絞
り
込
ん
だ
。

浜
田
氏
が
栗
原
貞
一
蔵
品
を
入
手
し
た
の
も
こ
の
時
期
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時

期
は
、
前
掲
の
反
町
茂
雄
の
証
言
と
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
浜
田
が
終
戦
後
ま
も
な
く
栗
原
貞
一
と
山
合
喜
三
郎
の
旧

蔵
品
の
一
部
を
入
手
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
追
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
時
期
に
、
浜
田
徳
海
は
、
銀
行
家
で
禅
籍
の
善
本
蒐
集

で
著
名
で
あ
っ
た
石
井
光
雄
（
積
翠
軒
）
が
旧
蔵
し
て
い
た
敦
煌
写
経
を
も
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
収
め
て
い
た
。
な
お
石
井
所
蔵
の
善
本
書
目
は
川
瀬
〔
一
九
四
二
〕
で
あ

り
、
そ
こ
に
国
宝
・
重
文
を
含
む
七
件
の
敦
煌
文
献
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　

石
井
が
そ
の
膨
大
な
蔵
書
を
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
昭
和
二
三
年

（
一
九
四
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
蔵
書
処
分
の
顚
末
に
つ
い
て
も
、
反
町
〔
一
九

八
七
〕
収
録
の
村
口
書
房
の
店
主
、
村
口
四
郎
と
の
対
談
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
敦
煌
文
献
が
ど
こ
に
譲
渡
さ
れ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
村
口
書
房
が
そ

の
蔵
書
の
処
分
を
任
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
石
井
の
敦
煌
写
経
が
最
終
的
に
浜
田
に
譲
渡
さ
れ
た
時
期
を
推
測
さ
せ
る

資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
一
九
五
一
年
の
一
月
三
〇
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
大
阪
の
阪
急

百
貨
店
で
催
さ
れ
た
中
国
古
書
展
に
際
し
、
村
口
書
房
が
作
成
し
た
『
燉
煌
出
土
墨
宝
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展
覧
目
録
』（
村
口
書
房
〔
一
九
五
一
〕）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
二
五
件
の
資
料
名
と
あ

わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
一
、
二
行
で
記
さ
れ
て
お
り
、
現
存
品
と
の
比
較
が
し

や
す
い
。
ま
た
石
井
積
翠
軒
旧
蔵
で
知
ら
れ
た
国
宝
の
「
神
会
語
録
」
と
「
歴
代
法
宝

記
」、
重
要
美
術
品
の
「
達
磨
絶
観
論
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
石
井
積
翠
軒
旧

蔵
敦
煌
写
経
の
う
ち
、「
神
会
語
録
」「
歴
代
法
宝
記
」「
達
磨
絶
観
論
」
は
、
重
要
文
化

財
収
録
の
図
録
で
あ
る
毎
日
新
聞
社
・
重
要
文
化
財
・
委
員
会
事
務
局
〔
一
九
七
七
〕

に
、
浜
田
氏
の
遺
族
の
所
有
名
義
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
し
て
、
一
九

五
一
年
の
こ
の
展
覧
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
全
二
五
件
は
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、『
燉
煌
出
土
墨
宝
展
覧
目
録
』
は
、
一
九
五
一
年
に
石
井
積
翠
軒
旧
蔵
敦
煌

写
経
等
の
譲
渡
が
成
約
し
た
こ
と
を
記
念
し
、「
浜
田
徳
海
蒐
集
中
国
古
代
写
本
写
経
・

写
本
・
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
逸
品
二
五
件
を
収
録
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
九
三
九
〜
四
〇
年
頃
の
北

京
に
お
け
る
敦
煌
写
経
を
取
り
巻
く
環
境
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
敦

煌
写
経
の
流
通
状
況
と
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

以
上
の
よ
う
に
、
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国
古
代
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
西
域

出
土
文
献
の
蒐
集
品
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
李
盛
鐸
逝
去
後
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
か

ら
北
京
な
ど
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
」
を
め
ぐ
る
「
騒
動
」
に

由
来
す
る
品
や
、
戦
後
日
本
に
市
場
に
出
回
っ
た
敦
煌
写
経
を
集
め
た
、
と
い
う
特
徴

を
も
っ
て
い
る
。

　

李
盛
鐸
が
隠
遁
し
、
そ
の
所
蔵
し
て
い
た
敦
煌
文
献
が
ご
っ
そ
り
と
羽
田
に
譲
渡
さ

れ
た
は
ず
の
後
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
、
北
京
在
住
の
安
藤
徳
器
は
た
ま
た
ま
「
李

盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
」
の
一
部
を
見
る
こ
と
を
得
た
。
し
か
し
、
結
局
は
王
克
敏
が
そ

の
お
お
か
た
を
落
手
し
た
。
た
ま
た
ま
一
九
三
九
年
に
大
蔵
省
主
税
局
か
ら
興
亜
院
嘱

託
へ
と
出
向
し
た
浜
田
徳
海
は
時
に
四
〇
歳
、
お
そ
ら
く
北
京
に
着
任
し
、
運
良
く
敦

煌
写
経
を
入
手
す
る
機
会
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
九
四
一
年
に
は
日
本
に
戻

り
、
一
九
四
四
年
に
は
東
洋
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
東
京
大
蔵
会
で
そ
れ
ら
敦

煌
写
経
の
一
部
を
披
露
し
、
一
躍
、
古
写
経
蒐
集
家
や
古
書
肆
の
注
目
を
集
め
る
存
在

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
も
な
く
第
二
次
大
戦
が
終
わ
る
と
、
多
く
の
蔵
書
家
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
放
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
と
は
逆
に
、
浜
田
は
そ
れ
ら
を
拾
い
集
め
る
よ
う
に
蒐
集
し
、

つ
い
に
は
国
宝
指
定
ま
で
受
け
た
写
経
を
も
入
手
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
〇
〇
件
近

い
規
模
に
成
長
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
蒐
集
は
彼
な
り
の
思
い
や
使
命
感
に
支
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　

一
九
五
八
年
、
浜
田
が
逝
去
す
る
と
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

国
会
図
書
館
が
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
一
部
を
購
入
し
た
も
の
の
、
全
部
は
購
入
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
井
上
書
店
が
そ
の
他
を
引
き
受
け
た
。
そ
し
て
い
く
ら
か
は
国
内

に
購
入
者
が
い
た
も
の
の
、
一
部
は
長
い
こ
と
購
入
者
を
待
ち
続
け
、
近
年
に
至
っ
て

中
国
の
市
場
を
賑
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
、
本
書
で
初
公
開
さ
れ
た
目
録
類
で
浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容
が
把
握
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
、
所
在
不
明
の
資
料
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
時
代
、
す
な
わ
ち
近
代
中

国
・
日
本
の
裕
福
な
知
識
人
が
我
先
に
敦
煌
文
献
を
所
蔵
し
よ
う
と
し
た
一
九
一
三
〜

一
九
三
〇
年
代
、
へ
の
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
も
な
ろ
う
。
そ
し
て
慎
重
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
一
つ
一
つ
を
み
て
い
く
こ
と
で
、
北
朝
隋
唐
、
吐
蕃
・
帰
義
軍
期
の
敦
煌
お

よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
実
態
等
に
迫
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

注（
1
）　

た
だ
し
岩
本
〔
二
〇
一
五
〕
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
池
田
温
〔
一
九
九
〇
〕
に

「
敦
煌
等
経
文
」
な
ど
が
浜
田
旧
蔵
敦
煌
写
経
と
し
て
参
照
さ
れ
て
お
り
、
池
田
温

〔
二
〇
一
三
〕
に
土
肥
義
和
氏
が
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
の
資
料
の
真
贋
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
た
と
す
る
く
だ
り
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
一
定
の

情
報
共
有
が
、
東
洋
文
庫
内
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
文
面
上
う
か
が
う
こ
と
は

で
き
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
資
料
の
存
在
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。

（
2
）　

一
九
四
一
年
〜
四
二
年
の
経
歴
は
、『
昭
和
の
讀
賣
新
聞
』
戦
前
I
／
II
か
ら

の
検
索
に
よ
る
。
な
お
、
浜
田
徳
海
は
、
一
九
三
六
年
に
設
立
さ
れ
た
大
蔵
財
務
協

会
刊
行
の
機
関
誌
『
財
政
』
の
初
代
編
集
主
幹
も
兼
任
し
て
い
た
。
ま
た
、
戦
後
に

は
、
衆
議
院
選
挙
・
鹿
児
島
2
区
に
出
馬
し
た
が
、
落
選
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）　

JA
C

A
R

 R
ef. A

04018768700

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）「
大
使
館
参
事

官
浜
田
徳
海
大
正
九
年
勅
令
第
三
百
六
十
七
号
第
一
条
ニ
依
リ
中
華
民
国
国
民
政
府

全
国
経
済
委
員
会
顧
問
ト
シ
テ
中
華
民
国
国
民
政
府
ノ
聘
用
ニ
応
ス
ル
ノ
許
可
ヲ
与

ヘ
並
在
職
者
ニ
関
ス
ル
規
定
適
用
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
、
昭
和
二
〇
年
三
月
六
日

作
成
）。
な
お
本
書
に
収
め
た
「
I　

浜
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」
の
序
に
は
、
浜
田

が
昭
和
一
九
〜
二
一
年
ま
で
中
国
に
滞
在
し
て
写
経
を
集
め
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
本
論
で
論
じ
た
よ
う
に
端
緒
は
昭
和
一
四
〜
一
六
年
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
。

（
4
）　

東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
〔
二
〇
〇
〇
〕
に
は
、
浜
田
の
経
歴
や
そ
の
文
書

目
録
と
そ
れ
ら
の
梗
概
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

O
nline A

rchive of C
alifornia

で
含
ま
れ
る
文
書
の
題
名
ま
で
は
確
認
可
能
で
あ

る
。“Inventory of the H

am
ada N

orim
i papers”

（https://oac.cdlib.org/findaid/

ark:/13030/c89w
0n04/entire_text/　

二
〇
二
〇
・
一
・
一
確
認
）

（
6
）　

陶
山
〔
一
九
七
四
〕
に
も
、
昭
和
三
七
年
三
月
二
五
日
に｢

浜
田
徳
海
旧
蔵
の

敦
煌
文
書
二
四
点
購
入｣

、
昭
和
三
八
年
三
月
一
六
日
に｢

浜
田
徳
海
旧
蔵
の
敦
煌
文

書
二
三
点
購
入｣

と
あ
る
。

（
7
）　

衆
議
院
会
議
情
報 

第
〇
三
七
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
図
書
館
運
営
小
委
員
会 

第
一
号
よ
り
。
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（http://kokkai.ndl.go.jp/

）
に
よ
っ
て

内
容
を
確
認
し
た
。https://kokkai.ndl.go.jp/m

inutes/api/v1/detailP
D

F/im
g/

103704040X
00119601213 （

二
〇
一
四
・
一
一
・
二
九
確
認
）

（
8
）　

https://dl.ndl.go.jp/　
（
二
〇
二
〇
・
一
・
一
確
認
）

（
9
）　
「
伍
倫
拍
売
推
出
三
十
余
件
南
北
朝
唐
人
写
経
」（
報
道
記
事
）　

http://auction.

artron.net/20160819/n859027.htm
l

（
二
〇
一
六
・
一
一
・
一
七
確
認
）

王
恵
民
「
浜
田
徳
海
旧
蔵
敦
煌
遺
書
簡
介
」（
二
〇
一
六
・
九
・
二
六
付
、
専
家
に
よ

る
紹
介
）http://public.dha.ac.cn/content.aspx?id=

816685432177

（
二
〇
一
六
・

一
一
・
一
七
確
認
）

「
伍
倫
二
〇
一
六
年
秋
季
文
物
芸
術
品
拍
売
会
―
浜
田
徳
海
旧
蔵
敦
煌
遺
書
専
場
」（
全

点
写
真
有
り
）

https://w
w

w.artfoxlive.com
//m

atch/2537?index=
1&

totalE
lem

ents=
36&

size=
30

（
二
〇
一
六
・
一
一
・
一
七
確
認
）

「
藝
捜
」　

http://artso.artron.net/

　

簡
体
字
で
「
敦
煌
写
経
」
と
検
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
個
々
の

成
約
価
格
な
ど
が
閲
覧
可
能
。
な
お
上
記
サ
イ
ト
の
い
ず
れ
も
が
二
〇
二
〇
年
一
月

一
日
時
点
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
っ
た
。

（
10
）　

国
会
図
書
館
の
昭
和
三
六
年
度
の
業
務
報
告
で
あ
る
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
三

A
：
三
六
〕
に
は
、
購
入
品
と
し
て
、
浜
田
徳
海
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
（
二
四
点
）
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
七
年
度
報
告
の
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
三
B
：
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三
六
〕
に
、
浜
田
徳
海
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
（
二
三
点
）
が
購
入
品
と
し
て
記
載
さ
れ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
と
も
に
「
購
入
に
際
し
て
は
、
専
門
家
を
煩
わ
し
て
評
価
し
価

格
の
適
正
を
期
し
た
」
旨
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
三
八
年
度
の
業
務
報

告
で
あ
る
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
四
：
三
九
〕
に
図
書
の
収
書
方
針
の
（
2
）「
散
佚

の
お
そ
れ
あ
る
国
内
重
要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
整
備
」
と
し
て
「
敦
煌
文
書
の
第

三
年
次
の
選
択
収
集
を
す
す
め
る
ほ
か
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
同
年
お
よ
び
そ
れ

以
降
の
購
入
品
に
「
敦
煌
文
書
」
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
過
程
は
藤
枝
晃
氏
の
関
与

や
「
一
度
に
支
払
い
が
出
来
な
い
の
で
十
年
の
分
割
購
入
と
な
っ
た
」
状
況
を
裏
付

け
る
と
い
え
る
。

（
11
）　

田
中
〔
一
九
八
一
：
一
二
六
―
一
二
七
、
一
三
四
〕
ま
た
前
掲
、
岩
本
〔
二
〇

一
三
B
〕。

（
12
）　

呉
〔
二
〇
一
六
〕
に
し
た
が
い
、
没
年
を
、
一
九
三
七
年
と
す
る
。

（
13
）　
﹇
19
﹈﹇
30
﹈﹇
32
﹈
の
紀
年
に
つ
い
て
は
、
池
田
〔
一
九
九
〇
〕
参
照
。
岩
本

〔
二
〇
一
三
A
〕
で
は
、
杏
雨
書
屋
蔵
敦
煌
秘
笈
を
中
心
に
、
李
盛
鐸
お
よ
び
親
族

に
関
わ
る
印
記
毎
に
仕
分
け
し
、「
德
化
李
氏
木
齋
閣
家
供
養
經
」「
木
齋
珍
藏
／
唐

人
秘
笈
」「
木
犀
蔵
書
」
の
三
種
の
印
の
出
現
は
、
李
盛
鐸
隠
遁
後
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
示
し
た
。

（
14
）　

三
井
文
庫
〔
二
〇
〇
四
〕。

（
15
）　

外
務
省
情
報
部
編
〔
一
九
三
七
〕
お
よ
び
徐
友
春
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
る
。

（
16
）　

鍋
島
〔
二
〇
〇
五
〕。

（
17
）　

鍋
島
〔
二
〇
〇
五
〕。

（
18
）　

物
故
者
記
事
：
東
京
文
化
財
研
究
所
刊
行
『
日
本
美
術
年
鑑
』https://w

w
w.

tobunken.go.jp/m
aterials/bukko/10240.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
確
認
）。

（
19
）　

岩
本
〔
二
〇
一
五
〕
で
詳
細
な
比
較
を
お
こ
な
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
す

る
。

引
用
文
献

　
　

・
日
文

A
B
A
J
〔
二
〇
一
〇
〕『
国
際
稀
覯
本
フ
ェ
ア
：
日
本
の
古
書
・
世
界
の
古
書
二
〇
一

〇
年
』（
販
売
カ
タ
ロ
グ
）、
東
京
、
A
B
A
J
日
本
古
書
籍
商
協
会

安
藤
徳
器
〔
一
九
三
九
〕「
敦
煌
経
巻
の
蒐
集
」、『
茶
わ
ん
』
第
九
八
号
、
同
著
『
満
支

雑
記
』
東
京
、
白
楊
社
、
三
九
〜
四
七
頁

池
田
温
〔
一
九
九
〇
〕『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』、
東
京
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所

池
田
温
〔
二
〇
一
三
〕「
敦
煌
写
本
偽
造
問
題
管
見
」、
土
肥
義
和
編
『
敦
煌
・
吐
魯
番

出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究
』
修
訂
版
、
東
京
、
東
洋
文
庫
、
一
五
四
頁

井
上
書
店
〔
一
九
九
五
〕『
人
文
系
古
書
綜
合
目
録
：
寺
印
・
官
印
・
蔵
印
』
第
五
七
号

（
一
九
九
五
年
夏
、
古
書
販
売
カ
タ
ロ
グ
）

岩
本
篤
志
〔
二
〇
一
三
A
〕「
敦
煌
秘
笈
所
見
印
記
小
考
」、『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研

究
』
第
二
八
号
、
一
二
九
〜
一
七
〇
頁

岩
本
篤
志
〔
二
〇
一
三
B
〕「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
敦
煌
文
献
来
歴
小
考
」、『
立
正
史

学
』
第
一
一
四
号
、
一
〜
二
四
頁

岩
本
篤
志
〔
二
〇
一
五
〕「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
敦
煌
文
献
小
考
」、『
立
正
大
学
人
文
科

学
研
究
所
年
報
』
第
五
二
号
、
一
九
〜
三
五
頁

岩
本
篤
志
〔
二
〇
一
八
〕「
浜
田
徳
海
旧
蔵
敦
煌
文
献
再
考
」、『
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
』

第
一
二
号
、
一
三
一
〜
一
四
六
頁

外
務
省
情
報
部
編
〔
一
九
三
七
〕『
現
代
中
華
民
国
満
洲
帝
国
人
名
鑑
』、
東
京
、
東
亜

同
文
会
業
務
部
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浜
田
徳
海
の
敦
煌
写
経
の
蒐
集
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
　
　
岩
本

神
塚
淑
子
〔
二
〇
一
三
〕「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道
教
写
本
」、『
名
古
屋
大
学

文
学
部
研
究
論
集
（
哲
学
）』
第
五
九
号
、
五
九
〜
八
七
頁
。
同
著
『
道
教
経
典
の
形

成
と
佛
教
』、
名
古
屋
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年

川
瀬
一
馬
編
〔
一
九
四
二
〕『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
』、
東
京
、
石
井
光
雄

国
立
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
三
A
〕『
国
立
国
会
図
書
館　

年
報　

昭
和
三
六
年
度
』

国
立
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
三
B
〕『
国
立
国
会
図
書
館　

年
報　

昭
和
三
七
年
度
』

国
立
国
会
図
書
館
〔
一
九
六
四
〕『
国
立
国
会
図
書
館　

年
報　

昭
和
三
八
年
度
』

関
口
眞
大
〔
一
九
五
七
〕『
達
磨
大
師
の
研
究
』
東
京
、
彰
国
社

反
町
茂
雄
〔
一
九
八
七
〕『
紙
魚
の
昔
が
た
り　

昭
和
篇
』
東
京
、
八
木
書
店

高
田
時
雄
〔
二
〇
〇
七
〕「
李
滂
と
白
堅
」、『
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
』
創
刊
号
、
一
〜
二

六
頁

田
中
日
佐
夫
〔
一
九
八
一
〕『
美
術
品
移
動
史
』、
東
京
、
日
本
経
済
新
聞
社

土
屋
紀
義
〔
一
九
九
一
〕「
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
漢
籍
収
集
の
沿
革
と
そ
の
構

成
」、『
参
考
書
誌
研
究
』
第
三
九
号
、
一
〜
一
四
頁

東
京
大
蔵
会
〔
一
九
四
四
〕『
第
三
十
回
東
京
大
蔵
会
展
観
目
録
』（
昭
和
一
九
年
一
一

月
一
二
日
、
於
東
洋
文
庫
）

東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
〔
二
〇
〇
〇
〕『
特
別
資
料
「
濱
田
徳
海
資
料
」
目
録　
　

東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
』、
東
京
、
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館

陶
山
国
見
〔
一
九
七
四
〕｢

蔵
書
構
成
の
実
態
調
査
及
び
そ
の
評
価
計
画
に
つ
い
て｣

、

『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』

No.
一
六
、
東
京
、
国
立
国
会
図
書
館

鍋
島
稲
子
〔
二
〇
〇
五
〕「
不
折
旧
蔵
写
経
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」『
台
東
区
立

書
道
博
物
館
所
蔵　

中
村
不
折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成
』
下
巻
、
東
京
、
二
玄
社
、
三

五
七
〜
三
六
七
頁

橋
川
時
雄
〔
一
九
四
〇
〕『
中
国
文
化
界
人
物
總
鑑
』、
北
京
、
中
華
法
令
編
印
館

藤
枝
晃
〔
一
九
八
五
〕「「
德
化
李
氏
凡
將
閣
珍
藏
」
印
に
つ
い
て
」、
京
都
国
立
博
物
館

『
学
叢
』
第
七
号
、
一
五
三
〜
一
七
三
頁

毎
日
新
聞
社
・
重
要
文
化
財
・
委
員
会
事
務
局
〔
一
九
七
七
〕、『
書
跡
・
典
籍
・
古
文

書
IV
』（
重
要
文
化
財
第
二
一
巻
）、
東
京
、
毎
日
新
聞
社

三
井
文
庫
〔
二
〇
〇
四
〕『
三
井
文
庫
別
館
蔵
品
図
録　

敦
煌
写
経　
　

北
三
井
家　
　

』

東
京
、
財
団
法
人
三
井
文
庫

村
口
書
房
〔
一
九
五
一
〕『
燉
煌
出
土
墨
宝
展
覧
目
録
』、
大
阪
、
阪
急
百
貨
店

　
　
・
中
文

方
広
錩
主
編
〔
二
〇
一
六
〕『
濱
田
徳
海
蒐
蔵
敦
煌
遺
書
』、
北
京
、
国
家
図
書
館
出
版

社
林
世
田
・
陳
紅
彦
共
著
〔
二
〇
〇
七
〕「
敦
煌
遺
書
近
現
代
鑑
蔵
印
章
輯
述
」、『
文
献
』

二
〇
〇
七
年
第
二
期
、（
上
）
三
三
〜
五
二
頁
、
同
第
三
期
（
下
）、
一
二
九
〜
一
四

二
頁
。
再
録
：
林
著
『
敦
煌
遺
書
研
究
論
集
』
北
京
、
中
国
蔵
学
出
版
社
、
二
〇
一

〇
年
、
二
七
二
〜
三
一
九
頁

栄
新
江
〔
一
九
九
六
〕『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
献
知
見
録
』
南
昌
、
江
西
人
民
出
版
社

施
萍
婷
〔
一
九
九
五
〕「
日
本
公
私
収
蔵
敦
煌
遺
書
叙
録
（
三
）」、『
敦
煌
研
究
』
一
九

九
五
年
第
四
期
、
五
一
〜
七
〇
頁
。
同
著
『
敦
煌
習
学
集
』
下
、
蘭
州
、
甘
肅
民
族

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
収
載

呉
密
〔
二
〇
一
六
〕「
訃
聞
所
見
李
盛
鐸
生
卒
年
及
其
生
平
事
跡
」、『
図
書
館
研
究
』
二

〇
一
六
年
第
三
期
、
一
二
五
〜
一
二
八
頁

徐
友
春
〔
二
〇
〇
七
〕
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』、
石
家
荘
、
河
北
人
民
出
版
社
、
九

九
〜
一
〇
〇
頁

余
欣
〔
二
〇
一
二
〕「
許
承
堯
旧
蔵
敦
煌
文
献
的
調
査
与
研
究
」（『
敦
煌
学
・
日
本
学

　
　

石
塚
晴
通
教
授
退
職
紀
念
論
文
集
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
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〇
〜
一
九
二
頁
、
加
筆
再
録
「〝
搜
奇
癖
古
入
肝
膈
〞　　

許
承
堯
旧
蔵
敦
煌
文
献
的

調
査
与
研
究
」（
同
著
『
博
望
鳴
沙　
　

中
古
写
本
研
究
与
現
代
中
国
学
術
史
之
会

通
』、
第
三
章
、
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
第
2
章
、
八
一
〜
一
二
三
頁
）

※
前
稿
ま
で
に
多
数
の
方
か
ら
御
指
教
を
い
た
だ
い
た
が
、
本
稿
の
作
成
や
新
し
い
情

報
の
追
加
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
東
洋
文
庫
の
速
水
大
氏
か
ら
多
数
の
御
指
教
を

う
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
辞
と
し
た
い
。
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